
赤電アート商店街とは

【目指せ！岩見沢発・アートの地産地消！】（2018 年 5 月 14 日公式 FB 掲載）

札幌に行けば多くの美術作品が溢れています。

私たち北海道教育大学岩見沢校で美術を学ぶ学生も、よく札幌で展覧会を行ったり、販売活動を行ってきましたが、

考えていたのは『岩見沢で生まれた美術作品を、岩見沢から発信できないか』ということ。

そんな折、岩見沢のお米や野菜を使って「食の地産地消」を実行している地元のレストラン「大地のテラス」さん

と出会いました。

「アートだって地産地消していいよね！」

…誰かがふいに、声を上げました。札幌に足を運ばずとも、私たちは私たちを育んでくれた岩見沢の地から、” 美術”

を発信できるのではないでしょうか？

この企画は、私たち学生による” 挑戦” です。

私たちの無謀ともいえる（…）この取り組みには、実に多くの皆さまにご協力いただいております。

今後とも応援よろしくお願い致します。



企画内容

　「赤電アート商店街」では、北海道教

育大学岩見沢校の教員・学生・卒業生の

作品を岩見沢市内にあるレストラン「大

地のテラス」内にある「赤い電車 711（通

称：赤電）」内で展示・販売を行います。

　18 組の作家がそれぞれの作品を持ち

寄ったボックス座席を１商店とし、赤電

内を商店街に見立てて展示・販売を行い

ました。

目的は３つ！

①アートの地産地消
　岩見沢市緑ヶ丘にある北海道教育大学岩見沢校には、

美術文化専攻が設置され、学生たちは日々制作活動を

行っています。

　岩見沢で生まれた作品を、本企画で地元の方の手に

届けたい！そんな願いが込められています。

②若手作家を発掘！
　北海道教育大学岩見沢校美術文化専攻の学生の中に

は、既に全国規模で活躍する注目の学生作家も多数！

　今後が楽しみな作家の作品をお家に飾るチャンスで

す。あなたのお気に入りの作家はいるでしょうか？

③美術作品を“買う”
　アートは見て楽しむのはもちろん、買ってお家で

眺めたら、もっと楽しい！

　赤電アート商店街では、美術作品を” 買う” 楽し

みを岩見沢から発信していきます。



【協賛「NPO 法人みなと計画」について】(2018 年 6 月 9 日公式 Facebook 掲載）

「赤電アート商店街」は、NPO 法人みなと計画様より、協賛をいただいて活動を行っています。NPO 法人みなと計画

様は岩見沢の隣町・江別で若者支援プロジェクトを展開しており、本学の学生や赤電アート連合組合メンバーも日頃

よりお世話になっています。

NPO 法人みなと計画の橋本正彦理事長より「赤電アート商店街」に寄せて下記のメッセージをいただきました。

☆

　ＮＰＯ法人みなと計画は、全ての若者が未来に希望を持てる社会を作ろうと、2018 年 4 月に立ち上げられた団体

です。人口の約 1 割が大学生という江別市を拠点にして、まずは江別でモデルを確立しようとしているところです。

　今回、このイベントに協賛させて頂いた経緯ですが、大学生が自ら発案し、アートを通じて自分たちの価値をしっ

かりと地域に示し、つながりを作ろうとしていることに共感しました。

　江別モデルを作ることが第一ではありますが、江別市在住の若者も関わっており、また、アートを切り口とした大

学間交流のきっかけにもなると思い、ご協賛させて頂くこととなりました。

　江別でもこのようなイベントを行う際には、岩見沢の皆さんとぜひコラボレーションをしたいと願っています。

☆

「赤電アート商店街」は岩見沢市内外問わず、様々な皆様のご協力をいただきながら運営を行っています！みなさま、

今後もよろしくお願い致します m(_ _)m

協賛について



実施概要

企画名：赤電アート商店街

キャッチフレーズ：目指せ！アートの地産地消！

日にち：2018 年 7 月 29 日（日）

時　間：10：00 ～ 18：00

会　場：レストラン「大地のテラス」敷地内　赤い電車内

　　　　〒068-0112

　　　　北海道岩見沢市栗沢町上幌 2203

入退場自由

主　催：赤電アート連合組合　（学生代表：さとうゆか）

協　力：（株）道下産地

協　賛：特定非営利法人みなと計画

参加作家：

《現役学生》

飯岡　千織（染織）及川　浩奈（油彩画）小野　由人（立体）栗谷　鮎子（陶磁）栗原　杏夏（立体）

小松　美月（油彩画）佐藤　泉岐（染織）さとうゆか（アニメーション）高橋　友芽（木材工芸）

津田光太郎（油彩画）中村まり子（油彩画）福嶋　薫　（版画）松本　実久（人形）山崎　愛彦（油彩画）

《卒業生・研究生》

秋元さなえ（ZINE、他）麻郷地さゆり（金属工芸）徐夢萍（水彩画）

来場者数：300 名超



経過概要
2018 年 1 月　　　　赤電アート連合組合発足

　　　　　　　　　  大地のテラスと協議開始

　　　  3 月　　　　企画概要作成

　　　  4 月 9 日　　作家募集開始

　　　  4 月 27 日　 プレスリリース第 1 弾発送

　　　  5 月 11 日　 プレス発表会

　　　  5 月 12 日　 北海道新聞掲載

　　　  6 月 8 日　   毎日新聞掲載

　　　  6 月 16 日　FM はまなす出演・告知活動

　　　 6 月 17 日　 チラシ配布開始

　　　7 月 11 日　  赤電 711 の日

　　　　　　　　　設営テスト日

　　　7 月 28 日　  搬入日

　　　7 月 29 日　 イベント開催日

　　　9 月 20 日　 赤電保存会へ 5000 円寄付



作品制作の様子

準備の様子

搬入の様子


